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砂追悼

駒井のこと

東京芸術大学教授

野見山暁治

こんな交友があるだろうか。わたしが駒井と顔を

合わせてからお互い口をきくまでに十年近くかかっ

ている。十七オのわたしが九州|の田舎から上京して、

画の研究所に入ったときに慶応の帽子をかぶっ た駒

井が居た。

オレたちは同級生だよな。二十年 ぐらいたって駒井

もわたしも、気軽にそう周囲の人々に喋るようにな

ったが、長かったその無言の日々をおEい、息をひ
そめて見つめあっていたようなところがある。 もと

もと駒井は内に秘めるたちの男でもあった。

校庭の片隅にあったうす暗いパラ ックの版画工房

のなかで、駒井はひとり終日動いていた。動いてい

たというのはおかしいが、版画の工程はわたしには

全 〈解らないことだったので、どんな事をしている

のか、色んな道具や機械にはさまれて狭いところを

ただ動いていた印象だけがある。銅版画というもの

が未だ人には知られず、 一般画学生のわたし達にも

縁遠い時代だったので、ただ営々と動いている駒井

が、あの痔身のせいもあっていっそう孤独な青年に

見えた。それにしても小きい窓から弱い光のきして

いたあの版画工房は象徴的だ。それは日本の銅版画

が、やがて陽の当る場所に置かれるすぐ以前のこと

ではあったが、当人たちはそれを予言されてはいな

かった。

戦争のさなかに迎えた卒業制作展での駒井の油画

による自画像をわたしは忘れない。漂白されたよう

な光のなかにヌー ッとっき出た陰影の塊は、わたし

の知らなかった駒井、江戸の粋さとは違った、西欧

の古びた壁の重みみたいなものを憧れている東洋人

fごった。

写真提供 ・渡辺達正

不確かな技術の手応えを拠りどころに、うすい銅

版の一枚一枚をまさぐるように刻んでゆく開拓者の

寄るべない心情が、固まぐるしく変転する海の向う

の時流にときとして押し流され、ある時はその背後

の伝統の重みに揺れ動いていた、その悲しさが今は

残る。駒井がわたし達のまえから去ってまだ遠 くは

ない。



砂祝辞

教大協第二部美術教育部門委員

大学美術教育学会理事長

三橋文雄

昭和49年頃であったであろうか、大学版画研究会

発足準備会が芸大の版画研究室で聞かれ、駒井哲郎

氏、吹田文明氏の依頼もあり大学美術教育学会から

国領経郎氏、小生三橋文雄が出席させて戴いた。

前記二氏の他大勢の大学版画担当の先生方が参集

され熱気に溢れ盛大であった。駒井哲郎氏は舌癌の

手術の後とかで全然声が出ず、手ぷり目ぶり等で会

話されていた。大学美術教育学会の会則等が参考に

でもなればと思い後日吹田文明氏宛郵送した。爾来

大学版画研究会が着実な歩みを続け発展して居りま

すことは誠に喜こばしい事であります。

歴史的にも個性的で深〈高い基礎を有し、又現在

でも国際的に高い水準にある我が国の版画界が更に

底辺を拡げ民族の生活の一部と深いかかわりを持つ

に至らしめることは、大学版画研究会の使命の一つ

ではないかと考えられます。種々の面に於て更に深

化拡充され、増々大学版画研究会の御発展されるこ

とを祈念して止みません。一言祝詞を申し上げます。

険大学版画研究会について

吹田文明

昭和49年発足以来多くの方々のご尽力によって大

学版画研究会も順調に進み、第2回の大学版画展が

聞かれるはこびとなり喜びにたえません。

当初の美術大学に版画科を設置すると言う単ーな

目的から、大学に於ける版画の研究を中心に大学版

画学会に作り上げることで組織的に日本の版画教育

が学問として根付くことと期待に胸をふくらませて

おります。それには会員一同の努力もさることなが

ら、多 くの先輩のご指導ならぴ理解ある方々のご厚

意に助けられる以外にありません。

発足当初、会長駒井哲郎氏と共に美術大学に版画

科設置要望書を提出し、 50年には版画協会共々国立

版画美術館設置の要望書を文化庁に働きかけて来ま

した。その問、東京芸術大学には学部3年より版画専

攻コースが作られ、女子美術大学には初の版画科1年

生が誕生しました。制度の上でも大きく発展し、版

画家の専任教員もその数を急速に増しております。

その出発の途上会長駒井哲郎氏を失ったことはこ

の上ない痛根事でありました。思えば45年東京芸術

大学に就任するまでの8年関東京芸術大学、多摩美

術大学の版画教室の指導にあたり、大学版画研究室

への道を聞いて来られました。多摩美術大学に44年

吉原英雄君をお呼びした帰り、駒井、吉原、吹田の

3人で大学に於ける版画教育の道を聞くために努力

しなければならないと熱っぽく話す中で「その通り

だが僕はもう疲れたよ。」と、ぽつんと駒井さんが言

われた言葉を忘れることが出来ません。それは日本

の版画の惨担たる姿の中で怒カに努力を重ねつくし、

疲れ果てたつぶやきであったからです。その道が漸

〈聞き始めた時彼を失ない、月日と共に力の抜けて

行〈気持ちをどうすることも出来ませんが、今一度

勇気を振り起して会員一同大学版画研究会の未来を

作りたいと模索しております。多く の厚意あるご助

力、ご声援を重ねてお願いする次第です。
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砂各大学版画研究室

東海大学教聾学部 山野辺義雄

本学は教養学部芸術学科美術学課程の名称のごと

く、学問と実技の二つの系列から成り立っている。

一、二年次では両系列の基礎的教科目を行い、三、

四年次に於いて、そのいずれかを選択する。学問系

列を選択した学生は卒業論文で、実技系列を選択し

た学生は卒業制作で卒業研究の諮問を受けることに

なる。

実技系列に於ては、版画、油絵、彫刻の三コース

があり、学生はそのいずれかを選択し受講する二

版画コースに於ては、「版画で何を、如何に表現す

るか、を探究すること。」を目標として勉学するが、

「視て描くことから視ないで描くこと。」へのアプロ

ーチとして、下記にカリキュラムの大要を記す。

一年次 石膏像、人体を描写するを主体として

千丁7。

二年次 モチーフを細密に観察し、記録するこ

とを行う。

三年次 模写(自作細宮、画)、模刻(自選した作

家の作品)を銅版、石版で行う。

四年次 版画集制作、卒業制作を行う。

実技系列の授業は造形 I、II、III、Wで行うが、他

に実技のゼミナールがあり、各実技コース別に表現

の内容を検討する。

一学年、三十名の学生数があるが、版画コースを選

択する学生は毎年約五、六名である為、学生個々の

成長課程に沿った版画の教育を行っているのが現状

である。
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東京造形大学 馬場梼男

東京造形大学では創立当初より現代美術における

版画の重要性を認識し、版画教育の充実を目差し、

絵画専攻の必修単位として石版、銅版、孔版、木版

の実習をカリキュラムに組んでいる。

1970年、 3、4年生対象に版画ゼミを設け版画を

専門に勉強する者を集め研究の便を図った。その後

1972年に同じく 3、4年生対象に具象、抽象、版画

の3コースを設け各コース自由選択とした。これに

よって従来より充実した版画研究の途が聞かれた。

現在では第 1年次で石版画の基礎実習を、第2年

次で銅版画及ぴ孔版画の基礎実習を行っており、そ

の内2版種の修得が絵画専攻の必須条件である。

3、4年生はコース I、II、mの内いずれかを選ぶ
ことになっており、コースIIIが版画専門であり、 3

年生は石版、銅版の各種技法の修得を行い、 4年生

は版種自由選択で夫々研究を進め、卒業制作を行っ

ている。

更に卒業後研究を続けようとする者には 1年間研

究生として版画制作を行うことが出来るようになっ

ている。

版画工房の施設としては石版画プレス 5台、銅版

画大型プレス 2台、孔版印刷用設備及び写真整版用

設備を有している。目下コースIII希望学生数の増加

に伴い、工房施設並びに教室の拡充が急がれている。



京都市立芸術大学 舞原克典

， 63年 古野由男、吉原英雄両氏を非常勤講師

に迎えて、西洋画科の中に年間3ヶ月

の集中実技としてスタート。

， 70年 吉原専任となり、非常勤2名を加えて

全学の共通実技教室となる。

( 2単位 ×年間4講座、学生数90名及

ぴ、西洋画科生のみ6単位の版画制作

が出来る様になる。)

'71年 専任2名。非常勤2名に増員。

， 72年 さきやかながら版画研究室を得る。

(西洋画の他に日本画、彫刻科生も希望

者は受講できる様になる。)

， 73年 暗室完成し、 シルクスクリーンの写真

制版による制作が可能となる。

， 77年 3年後の移転が決定し、その時点で版

画専攻として独立の予定L

版画基礎 全学の 2回生以上を対象とし、石版、

銅版、シルクの基礎的な技術の体験を

目的として 1ヶ月で6点の提出を義務

づける。

(学生数延70名)

版画制作 基礎を終えた者で、日本画及び西洋画

科の学生が受講出来る。各版種の選択

及び併用による制作。内容、点数等自

由。

(学生数延40名)

スペース 石版室(100m2)、銅孔版室(100m2)、

暗室(10m2)、研究室 (12m2) 

設備 リトプレス6台、オフセ ット校柾機1

台、エ ッチングプレス 3台。製版カメ

ラ一真空焼枠、スクリ ーンテンシ ョナ

一、乾燥機。

スタ ッフ 専任 (吉原英雄、舞原克典)

非常勤 (中井富士子、田中孝)

日本大学芸術学部 樋口順治

日本大学に於ける版画コースは、昭和47年以降に、

絵画科及びデザイ ン科ヴィジュアルコースに各種の

プレス機及びシルクスクリーン印別機を設置し二年

聞の模索期を経て、 49年以来次の通り位置づけられ

ている。

絵画専攻学生は、全員二年次に版画実習を履習す

る事になっている。これは、基礎的な版画制作を体

験的に履習し、各種の版型の理解を深める程度のも

ので、 三年次以降に版画専攻学生としてその専攻に

進むも のとしている。後期二年間に木版及びシルク

スクリー ンを履習し、しかるのちに卒業制作を版画

で行うことになっている。

版画実習指導員は、次の各師に依って行われてい

る。

技術員 有地好登

非常勤講師 上野省策原健小山松隆
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砂実践的銅版画素材研究

中林忠良

債蝕液の化学 I

わが国の伝統木版画を除けば、今日制作されてい

る版画の多くは、その制作に際して何 らかの化学的

処理(化学反応の利用)を通してイメージを定着さ

せる種類のものである。

特に銅版画における間接技法は、腐蝕液の中で仕

事をするのであるから、 制作者は絶えず酸に触れ、

その蒸気と腐蝕反応で発生するガスを吸い込んでい

るものと思われる。有機溶剤は仕事部屋や教室でか

なりの量が使われており、これも直接触れるものの

砂希硝酸寓蝕液

成分とその性質

硝酸 HN03 Nitric Acid 

0液体(水溶液)、無色または淡黄色、 刺激臭

098%硝酸ー比重1.50 49・Be'，
62%硝酸ー比重1.38 40・Be'.

他に揮発したものを吸入している。その量は、ひと

頃のような、版画が片隅の教育であった時代とかな

りの差があるのではないだろうか。制作途上におけ

る危険性、有毒性はも っと明確にされて、その対策

が言葉じられなければならないが廃液の中和の問題も

含めて、それらを社会問題として指導しでゆかなけ

ればならないところに来ていると思う。

この稿は、貧しいながらも実践的に研究した素材

研究の報告書である。

ガス又は溶け出す物質、
腐蝕の化学 沈澱物とその性質

銅を腐蝕した場合

3Cu + 8HN03→ 3Cu(N03)2 + 2NO + 4H20 
銅 硝酸 硝酸銅 ー酸化窒素

2NO十 O2 → 2N02
(無色)空気中 二酸化窒素(茶色)
の酸素0強い酸化性があり硫化水素、カーノ〈イド、 二硫化炭

索などと接触すると発火又は爆発する。のこくず、木
l 二酸化窒素

片、紙、 Lfろ等の有機物質、およびアルコールなど l

N02 Nitrogen dioxide 
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有機溶剤に接触すると自然発火することがある。し

たがって、こぼれた硝酸の吸いとりに有機物質を使

用しない。

0容器の取扱いは慎重に行い、衝撃、転倒などによ っ

てこぼさないようにする。

O人体への影響

許容濃度 2PPm 
皮膚、粘膜、 Bにはげしい薬火傷を起こす。

歯が侵される (歯牙重量蝕)

吸入により呼吸器を刺激し、肺水臆を起こすこと

がある。

O気体、赤褐色、強い刺激臭、気体比重1.59(床にはう)

O人体への影響

許容濃度 5PPm 
高濃度の場合は、目、鼻、のどを強 〈刺激し、せ

き、咽頭痛が起こり、めまい、頭痛、吐気等の症

状を招〈。慢性症状としては、慢性気管支炎、胃

腸障害、歯牙酸蝕症、不眠症等を起こす。

腐蝕中に発生するガスは少量であるが、有毒な窒

素酸化物であるため要注意。

水と化合して鞘酸に近いものになるので、吸入す

れば喉などの粘膜を侵す。

亜鉛を腐蝕した場合

3Zn十 8HN03→ 3Zn(N03)2十 2NO+ 4H20 
亜鉛 硝酸 硝酸亜鉛 一酸化窒素

2NO + O2→ 2N02 
二酸化窒素



東京芸大の腐蝕室
室構造は出窓式、腐蝕パットの近くに開
閉自在の吸入孔を設けダクトにより上部
換気扇に送られる。(塩化ビニール製)腐

蝕室はドアで制作室と仕切られる。

砂オランダ腐蝕液

成分とその性質

塩素酸カリウム KCI03 Potassiumchlorate 

0倒体、無色、無臭、水に可i容
O強い酸化剤で、加熱、衝撃により爆発することがあ

る。特に有機物、木炭、硫黄、燐、金属粉等と混ぜ

たものは、加熱又は衝撃によりはげしく爆発する。

銅粉など混入しないように注意する。木片、布等を

溶液に浸し乾燥したものは、摩擦、火花、火炎等に

より容易に発火し、激しく燃焼する。

0強酸と作用し、発火または爆発する。また、有毒な

二酸化塩素を発生する。

0酸化性が強〈金属を腐蝕する。

O人体への影響:致死量 10g

粉じんは、皮膚や目、鼻、喉の粘膜を刺激する。

海酸 CHI Hydrochloric Acid 

0塩化水素の水溶液、無色、強い刺激臭、発煙性

0比重1.19 気体比重1.3 市販されている塩素は

塩化水素、濃度35-38%で飽和溶液に近い。

O金属の多くと反応し、水素を発生して金属を溶かし

塩化物を生成する。

O人体への影響 許容濃度 5PPm

目、皮膚につくと炎症を起こす。

吸入すると、喉、鼻等の粘膜を刺激して咳が出る。

歯が侵される (歯牙酸蝕)。

砂塩化第二鉄腐蝕液

成分 と そ の性質

塩化第二鉄 FeCI3 

O固型、赤褐色で湿気を吸いやすい。

O水によく溶けるが、加水分解により液はこごる。清

1登な液に保つには少量の強酸を混入すればよい。

O市販されている塩化第二鉄液(製版用)は、硫酸塩、

燐酸塩及びアルカリ土類等が若干混入されている。

人体への影響

そのものは危険、有害物の指定はない。

ガス又は溶け出す物質、
腐蝕の化学

沈1澱物とその性質

KCI03 + 6HCI + 3Cu→ KCI + 3H20 + 3CuCI2 
塩素カリ 塩化銅

塩素酸カリウムの飽和溶液に塩酸を混入する時、塩酸

及び塩素酸カリが分解して塩素ガスが発生する。

塩素 CI2 Chlorine 

O気体、黄緑色、強い刺激臭、 気体比重2.5(床には

う)腐蝕性がきわめて強い。

O人体への影響 許容濃度 lPPm

皮膚接触により炎症を起こす。

吸入すると、咳が出て呼吸困難となる。

慢性症状として気管支炎、鼻粘膜の炎症を起こす。

歯が侵される (歯牙酸蝕)。

腐蝕の化学 ガス又は溶け出す物質、
沈澱物とその性質

沈澱物は鉄サビと酸化銅の混合物で与ある。

腐蝕後、 5%程度の炭酸ナトリウム溶液で版を洗い、

残留する塩化第二鉄を中和する。
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ハンブルク美術専門学校の腐蝕

室、引戸のついた吸入干しが上下

にある排気ダクト (塩化ビニー
ル製)。

腐蝕台はアクリ Jレ板の上下スラ

イド式で、印刷部門のスペース

と区別される。

表中、劇薬の有害性は、 労働省安全衛生部監修

の、「危険、有害物便覧」を参考にした。もちろん我

々が使用する量は、工場などで使用する量とは比ぷ

べくもないが、注意を喚起する意味で詳述した。

〔換気〕

腐蝕反応、で発生する有害ガスの他に、絶えず蒸発

している硝酸や塩酸の蒸気に注意。強酸の蒸気は、

吸入した場合、気管の粘膜上で再ぴ強酸としτ粘膜
を刺激するからである。教育の場に於ては、描画す

る場所と区別して腐蝕の場所を隔離すべきであり、

その施設も強制排気が行える腐蝕室とし、ガスや蒸

気を室外に流れさせないという配慮が必要で、ある。

又、発生するガスや蒸気は空気より比重が重いので、

換気扇を部屋の上部に取り付けるのは有効でなく、

なるべく腐蝕パットの近くに吸入口を設けるべきで

ある。(写真参照)ついでに言えば、腐蝕室の流し台

は塩化ビニールがふさわしい。又、流しの一つに眼

を洗機出来る器具を取りつけるべきである。

〔中和〕

強酸の中和には、炭酸ナトリウム(炭酸ソーダ)、

重曹、アンモニア、力性ソーダなどがあるが、危険

性がなく扱い易い点で¥消石灰を使いたい。そして

どんな場合でも、多量の水で洗い流すことの有効性

を知って欲しい。20数倍に薄めた腐蝕液は、胃液や

ソフトドリンク程の濃度になってしまう。版を腐蝕

液から取り出して洗う時は、その前後に多量の水を

流すとよい。

廃液の中和は次のように行う。ポリバケツのよう

な口の広い容器に少量の中和しようとする廃液をと

り、先づ十分に水で稀釈し、その中へ消石灰を除々

に加えながら静かにかきまぜる。わずかな中和熱と

アワを発するが心配l心、らなし、。時々 Ph万能試験紙

(ロール型)を少量切りとって液に浸し、中和の度合

いを計る。 Ph6-7になれば中和は完全で、下水道
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に流しでも差しっかえない。アンモニアで中和する

場合は、相方を十分に水で稀釈しておいてから混ぜ

合せるようにする。塩化第二鉄液の場合は、強酸の

混入がない場合、上澄みの比較的透明な部分はその

まま流してよく、沈澱物は新聞紙などに包んで台所

のゴミなどと一緒に清掃局に運んでもらうとよい。

強酸の混入された塩化第二鉄液は、やはり消石灰で

中和する必要があるのはもち論である。ただ、いず

れの場合にしても、溶け出していた銅や、亜鉛とい

う金属は消えてしまうことはないので、そのことは

考慮に入れておくべきである。

今後の問題として、美術大学に於ては、金工で扱

う重金属類、陶器の軸薬や油絵具に含まれる有機顔

料等、汚水処理のための浄化槽の建設を計画すべき

であろう。

次回からは、と腐蝕液別による腐蝕効果ミ主有機溶

剤の有害性とその対策ミと稿を進めたい。なお、こ

れらの素材研究に際して、東京芸大の保存科学研究

室の杉下教授並びに東京工大の田畠助教授にご協力

をいただいたことを、お礼を申し上げると共に報告

させていただ し



砂第 1回展覧会報告

渡辺達正

1976年10月11日-16日迄大阪フォルム画廊東京支

屈に於て、 18校より 83点の作品が展示され、第一回

大学版画展が行なわれた。

これは大学版画研究会が1974年12月発足以来初め

ての企画であり、それは日本の大学に版画科がなぜ

今迄出来なかったのだろう、という所から出発し、

大学で版画を指導する作家と研究制作を続けている

助手が、会員となり研究会を重ねる内に、この状況

を大学等で制作実習をしている学生にも、社会にも

広〈知ってもらうために、版画展を聞いたわけでし

た。展覧会に於ては、都内の大学がそれぞれの係を

分担していった。「ポスター ・案内状係一芸大J r搬

入搬出係一多摩美大Jrレセプション係一 女子美大」

展示は各大学会員、大阪フォルム画廊の方によって

行なわれました。各係の方々の御努力と御苦労によ

り、最初の展覧会とは思えない順調な運営となり、

初日には大学版画研究会会員が集まり総会を行ない、

展覧会中に一つの盛り上がりを付け学生の刺激にも

なるので買上げ賞を設ける事となり、参加大学の出

品作品の中から、会員全員の投栗において20名前後

の人に賞をあてる事となりました。賞の有無の問題

もありますが、参加学生への奨励として良いのでは

ないかと思われました。展示作品には、すでに団体

展、個展等で知られた学生もいましたが地方の学生

でもすばらしい作品があり 、学生にと っても、私達

にも作品を通しての交流の場であったわけです。

企画スタ ッフは恩11れない仕事に力一杯努力したつ

もりですが、閉会した後にほっとしたのと同時に、

なんだか一方通行であった様な気持が残ったのはこ

の種の外部への発表ということに馴れないせいでし

ょうか。

惨経過報告

東谷武美

昭和51年10月10日。第10回会合。 大阪フォルム画

廊に於て。第1回美術大学版画展搬入目。飾り付け

終了後、全員で買上げ作品審査。

同年11月9日。第11回会合。女子美術大学に於て。

美術大学版画展の所感。大学版画研究会の今後の進

め方を検討するが、明確な姿勢が定まらず次合で検

討。

昭和52年1月20日。第12回会合。芸大版画研究室

に於て。駒井哲郎会長の葬儀報告。後任会長は総会

によって決定する事。総会は年1固とする。運営委

員会の発足。 運営委員は事業、運営の企画に携る。

第2回美術大学版画展開催決定。(相談役小作青史

氏;大学版画研究会は今後、大学に於ける教育の情

報交換の場とする等を協議。

同年4月24目。第1回運営委員会。芸大版画研究

室に於て。大学版画展の打ち合せ。総会の期日。会

計監査。会報及び会報編集委員。 名誉会員、顧問、

相談役等を次回会合の議題とする。会報の内容とし

ては各校のカリ キュラム公開、公開技法講座、素材

研究、公害対策等を織り込んで大学版画研究会の姿

勢を打ち出す。

同年6月2日。第13回会合。武蔵野美術大学に於て。

美術大学版画展は現在21校の申し込みが有り出品点

数を増やしてほしいとの要望が強い。会場の都合上昨

年と同数と決定。各校より学生責任者を選出し運営

に当ってもらう。会長、相談役、顧問は、版画教育に

携わり功労の有った人たちを対象と考え名大学より

12名推薦し、第 2回美術大学版画展の会期中総会に

於て承認する事。会計監査(斉藤寿一氏、宮下驚喜雄

氏)承認。会報は第2回美術大学版画展の会期に合わ

せ早急に発行する事。その為の編集委員決定 (清塚

紀子、原健、鎌谷伸一、小野克子、松川幸寛)。 この他

運営委員を助手の中から 2名選出を承認。会議終了

後、武蔵野美術大版画室見学。
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砂カリキュラム分科会報告

田村文雄

rカリキュラム私案と女子美カリキュラム」

研究会が発足して以来、これまでいろいろな問題

を考えてきた中でカリキュラム私案は最初の時期に

おける具体的な成果の一つである。

しかしながら現時点においては版画のもつ意味、

版画の大学における在り方、方向性の変化、各大学

における現行の授業形体等を考え合わせると今後の

問題としてもっと内容的に、かつ新しい方向に沿っ

た上で更に検討を重ねていく時期にあると思う。又

現在女子美大において私案を基にしたカリキュラム

によ って二年目を迎えており、私案と実際との間で

幾つかの間題が指摘される。以下はカリ キュラム私

案の概要と問題点を記す。

カリ キュラム私案

一 ・目標 版画を通じて造形活動の専門家、

二 ・形体

合せて版画教育者、版画技術者の

養成を目標。

一、二年次は基礎として池画科と

提携して行う基礎造形一素描、着

彩。

版画思考からの諜題ーイメージ構

成、立体造形。

版画の基礎技術の習得。銅版(エ

ッチング)、石版(直接法)、木版

(主版法による多色刷)、 孔版 (カ

ッティング)。

三、四年次は専門課程として各技

術の習得と創作法を学ぶ。素材研

究、ゼミナールによる現代絵画、

画集制作、卒業制作。学科は共通。

二年次から三年次への時点で版種

専攻、編入試験 (版画と他科との

相互編入)。 大学院版画専攻を設

ける。

三 ・入学試験独自に行う。

素描、課題によるイメージ表現。

学科3ケ目。

以上がカリ キュラムの骨子であるが、女子美大での

実際面で主に問題となったのは油絵科との提携 (入

学試験時から単独に行っている)。 編入問題。実際の

単位数、内容の違いなどにより編入資格は限られる。

学科における選択科目 (版画史の方法)の問題など

があげられる。

別表は女子美大版画科カリキュラムである。

砂洋画専攻(版画)、専門必修履習表(その他選択科目有り)

1年次 20単位 2年次 16単位 3年次 12単位 4年次 16単位

版画5 版画5 版画9 版画5
銅版2 銅版2 画集制作 銅版 専攻別
エッチングによる自 各技法、模刻 石版 彫塑2
画像 石版2 木版 素材研究 (II) 1 
石版2

多色、転写 孔版 卒業制作8
単色刷

孔版1 彫塑2 セ・ミ、 その他
木版1
主版多色 素描イメージ構成3 素材研究(1)1 

木口木版 描写力2 美学又は芸術学4

素描イメージ構成4 構成力 1 版画史

箔写力2 油彩 I 

構成カ2 日本画I
油彩 I 水彩 I 
日本画I 立体造形I
水彩 I 西洋美術史 (II)4 
美術解剖学(1)4 
西洋美術史 (I)4 
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砂大学版画研究会会則

第 1章 総 則

第 1条 本会は大学版画研究会と称する。

第 2条 本会は会員相Eの協力により大学に於ける版画教育の進歩発展をはかることを目的とする。

第 3条 本会の事務所は大学の版画研究室におく。

第 2意事 業

第 4条 本会は第2条の目的を達成するために下記の事業を行う。

第 3意 -c.. 
:z:t 

1. 機関誌、出版その他、 研究調査に関する事業

2. 研究協議会の開催

3. 研究のための専門委員会または部会を設けることがある。

4. その他本会の目的を達成するために必要な事業

員

第 5条 本会は会員を似て組織する。

第 6条 会員は大学に於て版画教育にたづきわる者で入会の手続きを完了した者とする。

第 7条 会員は別に定められた会費を納入しなければならない。

第 4章 組織及び運営

第 8条 本会の事業を運営するために次の役員をおく。

1. 会 長 1名 2.事務局長 1名 3. 運営委員若干名

第 9条 会長は本会を代表する。

第 10条 事務局長は庶務、会計、事務を総括する。

第11条 運営委員は事業、運営の企画を執行に当る。

第12条 本会に名誉会員、相談役、顧問、賛助会員をおくことが出来る。

第13条 役員は総会において選出する 、任期は2年とし再任を妨げない。

第14条 本会の会議は総会、運営委員会、専門委員会とする。

第 5章 -c.. 
:z:t 

1. 総会は年1回聞き、本会の事業および運営に関する重要事項を審議決定する。会長は

必要に応じて臨時総会を百集することが出来る。

2. 専門委員会は内容に即 して会長が召集し案件の作成、審議に当る。

3. 運営委員会は会長が召集し、本会運営の企画に当る。

計

第15条 本会の経費は会費及び賛助会費をもってこれにあたる。

附則

1. 第7条による会員の会費は年額2，000円とする。

2. 運営のために必要な細則は別に定める。

3. この会則は昭和49年11月3日よりこれを施行する。

賛助会員規程

賛助会員には版画作品を提供致すとともに本会の機関誌に広告を掲載する。
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砂会員名簿

相沢美則 杉並区久我山5-1-22 島田章三 愛知県愛和郡長久手町芸大公舎5号
〒168 TEL 文化学院 干410-01 TEL 05616・2-0885 愛知芸大

有地好登 所沢市安松221-1 白木俊之 長野市川中島町今里868-15
〒359 TEL 日 大 〒381-21 TEL 信 大

東谷武美 目黒区碑文谷4-18-12葉月荘 田村文雄 小平市学園東町26-45
〒152 TEL 03-716・1907 コ3n3rZ 大 干187 TEL 0423-43-7282 女子美大

稲田年行 町田市三輪町1939 高橋貴和 宮城県名取市名取ケ丘5-1-1
〒194-01 TEL 044-988-3339 岐阜大 〒981-12 TEL 宮城大

今井治男 多摩市関戸547シャルム聖蹟桜ケ丘201 中休忠良 t奇玉県上福岡市駒林437
〒192-02 TEL 0423 -73 -0600 弘前大 干356 TEL 0492-63-1970 芸 大

小野克子 世田谷区祖師ヶ谷2・2-4 中野 進 石川県金沢市出羽町3-1
〒157 TEL 03-482-6229 女子美大 干920 TEL 

小作青史 世田谷区羽板木2-32-6 野田哲也 武蔵野市吉祥寺東町2-23-24
〒157 TEL 03・321-7221 多摩美大 干180 TEL 0422 -22 -5837 3三宮，. 大

小山松隆 千葉市花見)119-11-301 馬渇 章 浦和市道祖土381-4長沢荘
〒281 TEL 0472-58-3949 日 大 干336 TEL 0488-86-6303 士3鮭2ごE 大

大本 晴 札幌市中央区円山西町491 馬場梅男 横浜市金沢区富向町1197-186
干064 TEL 011-611-0722 北海遥教育大 干236 TEL 045-772-1770 造形大

鎌谷伸一 横浜市金沢区平潟町31-1-814 浜西勝則 川崎市多摩区生田2977白根方3号
〒236 TEL 045-781四 1872 女子美大 干214 TEL 東海大

河西万丈 山梨県大月市猿橋殿上483-1 原 健 世田谷区野沢3-13-12
干409・06 TEL 05542・2・6174都留文化大 〒154 TEL 03-421-2980 造形・日大

河内成幸 世田谷区成減4-30-14 深沢幸雄 千葉市鶴舞308
干157 TEL 03-482-0015 多摩美大 〒290-04 TEL 043 -688-2034 多摩美子

神田 融 高松市新町1134-1 福岡奉彦 狭山市入間川4-25-23ハウス2008
〒761-01 TEL 香 川 大 〒350-13 TEL 0429-53-7027 女子美大

減所 祥 八王子市本町35-6 吹国文明 大田区池上8-16-9
干192 TEL 0426-22-5857 武蔵野美大 〒143 TEL 03-752-1708 多摩美大

北岡文雄 杉並区和泉2-27-8 吉野由男 京都市南区唐橋花園町8
干168 TEL 03-328-3361 武蔵野美大 〒601 TEL 075 -691-3765 滋賀女子短大

清塚紀子 板橋区幸町13-5 細国政事量 世田谷区祖師ヶ谷3-39-8
〒173 TEL 03-955-2300 造形大 〒157 TEL 03-482-3052 女子美大

粂野.治郎 愛知県愛知郡長久手町長i秋下権回104-1茜荘14号 前川 直 岩手県磁岡市茶畑1-1-6グリーンビレッジ
干480-11 TEL 愛知芸大 C-411 干192-03 岩手大

斎藤寿一 川崎市幸区塚越3-375 舞原克典 字山市川田町1548-13
干210 TEL 044-522-2007 和光大 〒524 TEL 07758-3-0028 京都芸大

笹本 純 秋田県秋田市泉字獄根166三浦方 松浦 昇 岐阜県大垣市上面二丁提唐

〒010 TEL 秋田大 〒503 TEL 大垣女子短大

清水昭八 小金井市梶野町4-16-27 松川幸寛 相模原市相原1132
〒184 TEL 0423-83-3733 武蔵野美大 〒229 TEL 0427-73-6058 多摩美大
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砂賛助会員名簿

新日本造形 中野区新井1-42-8 
干165 TEL 03-389-1221 

サクラクレパス 千代田区神田三崎町3-1-16
〒101 TEL 03-263-4221 

千代田区神田三崎町3-1-16
クレパスビル内ヌーベル

ヌーベルセンター

〒101 TEL 03・262-4221

大阪フォルム薗廊 中央区銀座6・3・2￥ャラリーセンターピル5階

干104 TEL 03-571-0833 

日本版画保存会 川崎市多摩区登戸3460 吉沢英哲方
〒214 TEL 044-911-9041 

徳永商庖 文京区本郷5-26-8

干113 TEL 03-811-0401 

渡辺木版美術画舗 中央区銀座8・6-19

〒104 TEL 03-571-4684 

山田商会 中央区八重州5-5
〒104 TEL 03-281-1667・8538

レッドランタン版画舗 京都市東山区新門前通り仲之町236
〒605 TEL 075-561-6314 • 

萩原市蔵商庖 千代田区神田紺屋町43
〒101 TEL 03-256-3591 

芸大商翠 台東区上野公園12-8東京芸術大学内

〒100 TEL 

光村図書出版 品川区上大崎2-19-9

〒141 TEL 03-492-2111 

ペンテル 千代田区東神田2-1-6
干101 TEL 03-866-6161 

マルチカレアートセンター 港区芝浦4-6-4乃村工芸社
(乃村工芸) 干108 TEL 03-455-1171 

ギャラリーカプセル 中央区銀座8-16-10B401 堀江強志

干104 TEL 03-541-4676 

びけん(本唐) 世田谷区尾山台3・33-5

干158 TEL 03-702-2118 

梶原商底 渋谷区上原2-33-8

〒151 TEL 03-466-6117 

文 房 堂 千代田区神田神保町ト21

〒101 TEL 03-291-3441 

日動画廊 中央区銀座5-3-16

干104 TEL 03-571-2553 

画荘ヴィナス 新宿区西新宿1-15-13o半ビル内
〒160 TEL 03-346-2728 

13 

版画ギャラリー 京都市左京区熊野神社東入ル京都ハンディ
クラフト ・センタ-6F 

〒606 TEL 075・761-0345

菌 室鹿 堂 京都市下京区河原町五条上ル
干600 TEL 075-791-6131 

クラタ商唐 大阪市鶴見区茨回諸口町1118

干538 TEL 06-911-6561 

アート・コア・ギャラIJ- 京都市中京区寺町通り三条下ル一筋目東入ル
千604 TEL 075-223-1760 

酒井民雄 大垣市郭町3丁目酒井書庖

〒503 TEL 

菊田商庖 文京区本駒込3-8-2

干113 TEL 03-821-7131 

横田嘉雄 国分寺市本多十17-6ふじの荘6号

干185 TEL 

武蔵野美術学園 武蔵野市吉祥寺東町3-3-7

干180 TEL 0422-22-8171 

シロタ画廊 中央区銀座7-10-8高橋ピル地下1階
〒104 TEL 03-572・7971-2

武蔵野美術学園 小平市小川町1-736

〒187 TEL 0423-41-5011 

. 広告は原稿送附されたもののみ掲載させていただきま

した。



木版・銅版・石版画材料
各種エッチングプレス
輸入版画用品 ・紙類

造問総合切ー⑧£号愛
〒101東京都千代田区神田神保町1-21ft(03)291-3441 

良い版材は良い地金
版画用・鋼板・亙鉛板・リト用・ジンク板・アルミ板

藷萩原市蔵商庖
東京都千代 田区神 田紺屋 町 43番地
電話東京 (256)3 5 9 1番 (代表)

石版画用ジンタ研磨

版画用材料専門庖クラタ商唐

大阪市鶴見区茨回諸口町1118
TEL 06-911-6561 

株式会社梶原商庖
東京都渋谷区上原 2丁目 33番 8号
電話 (466)611 7 (代表)

曹材の専門庖uijh

鳥ノ子
生漉奉書・版画用紙一般

語 徳永商庖
東京都文京区本郷5の26の8
電話 03-811 -0 4 0 1 (代)

画 翠
東京都台東区上野公園

芸術大学内包 (821)7056 

洋画、デザイン材料・額縁・石膏{象

事羽田 ~~-;J-Ã
本 屑 〒460名古 屋 市中区新栄町 3-6 

TEL <052> 961 -0591 (イ吃)
東京営業所 〒160東京都新宿区西新宿1丁目15-13

TEL <03> 346 -2 72 8 (月半ピル内 )

版画専門メーカー

回新日本造形(株)
東京本社干165
東京都中野区新井 1の 42の
大阪支社干540
大阪市東区森ノ宮東之町421の3

版画科 1年修 石版・銅版・木版

武蔵野美術学園
武蔵野市吉祥寺東町3-3-7

。大阪フォルム画廊
東京唐 東京都中央区銀座6-3-2ギャラリーセンタービル5階

TEL 03-571-0833 
名古屋市 名古屋市中区新栄町1-1 明治生命ピル15階

TEL 052-962-5811 

現代版画
銀座ギャラリー

カプセル
干104 東京都中央区銀座8-16-10B401 
TEL 5 4 1 - 4 6 7 6 

中央区銀座 5丁目 3番 16号

株式会社 日動画廊
電話 (571) 2553 

PRINTING OIL Co LOURS 
版画絵具油性|15色セット 11

圏ヌーへ瓦吾ンター

YOSEIDO GALLERY 

養清堂画廊

|三瓦~身近に親しむ新しい芸術
晴蕊~INOMURA
民主三l円、u附pleART

株式会社アラホ寸二E 著書手荒土
マルチフツレ・アート・センター
東京都港区芝浦4丁目6番4号(03)455-1171 
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大学版画研究会

事務局 多摩美術大学版画研究室

干192-03 東京都八王子市鑓水1723 TEL 0426 (76) 8611 


